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母性看護学における情意領域の育成を目指した教育内容の分析と教育方法

島内敦子

鎌田美智子 伊東美智子

 看護系大学の激増の中、専門職としての質の保障を目指した教育運営が重要視され、到達度

評価がクローズアップされている。本学科では、短大開設当初から臨地実習科目を中心に、一

般教育におけるブルームや梶田らの「クライテリオン・リファレンスト、形成評価、教育目標

分類」の考え方を活用してきた。具体的には、教育内容を「認知的領域・情意的領域・精神運

動的領域」に分析し、目標に応じた指導方法を考え、到達状況を確認しつつ（形成評価）、望

ましい結果に導く（到達度の総括評価）取り組みである。特に「情意領域」の教育内容は、関

心・感受から心身を乗り出し、価値を志向し追求する意欲や態度、といった人間行動の起爆剤

的役割を果たすことにつながる。

そこで、今回その一つとして、母性看護学の演習科目における取り組みを紹介する。母性看

護学は、対象が次世代育成に関わるすべての人々であり、近年の急激な生殖医療の発達を背景

とし深く生命倫理に関わる領域である。これは、本学科の教育目標にある「いのちを尊重し向

き合うことができる豊かな人間性を育む」ことに直結した教育内容を有する領域である。その

中の演習科目「看護対象論Ⅳ（母性・父性）」の学修到達目標を「クライテリオン・リファレ

ンスト」を基に分析し、特に情意領域の育成を目指した内容となる「母性看護における倫理」

のディベート形式で行う教育方法について、学生評価も含め、分析したので報告する。

 

へき地における看護に関する研究の動向

伊東美智子

長尾厚子 黒野利佐子

【背景・目的】平成 25 年度から『5 疾病・5 事業及び在宅医療』として、医療連携体制の構築

に向けた取り組みの一事業に、「へき地医療」も取り上げられた。筆者は離島の診療所で 4 年

半勤務した経験があり、へき地特有の医療サービス提供の困難さや楽しさに触れた。元からそ

の土地の者でない看護職が、どのようにしてその地に馴染み、前職での経験とどのように折り

合いをつけながら、その地の看護職になってゆくのかということに関心を抱くようになって

いった。そこで、へき地で勤務する看護職者向けの教育や学習に関する最近の研究動向を知る

目的で、先行研究の文献レビューを行った。

【方法】医学中央雑誌 Web 版 2015 年第 15 号（平成 27 年 8 月 1 日更新）を用い、「へき地」

&「看護」のワードで検索した 347 件のうち、「教育」を追加した 41 件、「学び」で 11 件、「学

習」で 17 件、「語り」で 3 件、についてそれぞれ検討した。

【結果】最も研究件数の多かった「教育」の内容は、1．看護活動の現状把握 2．看護職の研

修体制や学習意欲 3．医師や医療との連携 の 3 つに分けられた。「学び」と「学習」の研究で

は、殆どが「教育」で抽出された文献と重複しており、新規に検出されたものは、離島に定住

したからこそ培えた住民との関係性に着目したものと、現地の看護部長ならでは、の現実的な

訴えが紹介されていた。「語り」では、離島へ 1 年間の出向体験の語りが分析されていた。

2-O-3

2-O-4

療養通所介護事業所における多職種連携の実際

多職種連携のレベルから見えるもの

鵜飼知鶴

畑吉節未

【研究目的】療養通所介護事業所で勤務する看護師がとらえた多職種連携の実際を明らか

にし、質の高いケアの提供に質することを目的とする。

【研究方法】〔研究対象〕A 県下の療養通所介護事業所で勤務する看護師。〔分析方法〕対象

者の同意のもと面接内容を録音記録し、逐語録を作成の上、島崎（2008）による「地域連携・

地域包括ケアのレベル」の 4 段階をもとに内容分析しその傾向を検討した。〔倫理的配慮〕

本研究は神戸常盤大学研究倫理審査委員会の承認を受けた。

【結果】療養通所介護における看護師の多職種連携の特徴が 3 点明らかになった。

1）療養通所介護の看護師の多職種連携のレベルは、1~4 まで存在したが、3・4 レベルが多

かった。2）連携を取っていた職種は、訪問看護師、医師等の医療職、介護士、ケアマネー

ジャー等の福祉職、その他多くの職種であった。3）連携の内容は、〈情報の交換〉〈情報の

共有〉〈ケアの継続〉〈意思を尊重したケアの実施〉〈ケアの提案〉〈ケアに関する指導〉〈統

括〉等であった。

【考察】在宅では、療養者と家族が望む自分らしい生活を安全安楽に過ごすことができるよ

うに支援するために多職種と連携することが不可欠である。特に医療依存度の高い療養通

所介護事業所の療養者においては看護師が多職種間の連携を図っていることが明らかにな

った。

ライフプラニング構築のためのウエルネス教育の展開 
‐健康スポーツ科学からの発展‐ 
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 健康的で正しい健康観を持てるようにする大学におけるウエルネス教育は、大きな役割

を持つと考えられる。本研究は、ウエルネスチェックテストを用い、ウエルネス教育を通し、

学生達が、運動を楽しむ、楽しく正しく食べる、自分の身体に関心を持つ、生活を楽しむ、

他者との関係を見直す、世界の一員であることを認識し、ウエルネスライフスタイルの構築

の一助になるか、どの項目が影響力を与えるのか等を明らかにしようとした。

そこで本研究では、田中と水村が一覧にしたウエルネスチェックテストを用い、健康スポ

ーツ科学の授業開始時と終了時にアンケート調査を実施した。授業形態は、実技、演習、講

義である。各授業では、4 月時と 7 月時で回答度数割合は違わないが、授業別に検討すると、

「運動を楽しむ」「世界の一員である」の回答度数割合が授業により異なることが認められ

た。今回の調査では、授業形態を問わず、幅広いウエルネスの考え方の情報を伝え、学生自

身の身近なことからウエルネスを考え実施させることが、ウエルネス教育による健康的な

ライフプラニング構築になることが明らかになった。ウエルネス教育は、「気づき」から「学

び」、そしてそれを「行動変容」に結びつける過程であるともいえる。

 大学教育におけるウエルネス教育の意義を考えると、どのような授業形態であっても、健

康的なライフプラニング構築に大きな役割を持つことが示唆された。
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